
集荷向上特別対策 庭先集荷対策
　共同乾燥施設、検査場所への搬入者（施
設・検査場所に持ち込まれた営農組合、機械
利用組合、個人作業受託者等、及び個人）に
対し、俵数に応じて搬入助成を行います。

５０俵以上　１俵あたり１００円
５０俵未満　１俵あたり５０円
※ただし、加工用米・保有米俵数は除きます
※搬入助成は年度内に支払います。

　申込者の指定場所から検査場所まで
集荷搬送を実施します。
※運搬費等の負担はいただきません

ご利用希望の方は、支所・取
次店・営農センター等にご連
絡ください

森のくまさん・ヒノヒカリ

1俵(６０ｋｇ）あたり

くまさんの力・にこまる

集荷対策を実施致します。ご利用ください。

１等 ２等 ３等
ＪＡ米

13,860円

13,200円 12,720円

13,380円 12,180円
（12,960円） （11,760円）（13,440円）

11,520円

12,900円

12,120円 11,640円

12,420円 11,220円

10,440円

（12,780円） （12,300円） （11,100円）

（12,480円） （12,000円） （10,800円）

注１：県連等手数料・拠出金・共計預り金等を控除後の概算金価格
注２：概算金にはＪＡ手数料３％の他、検査手数料・拠出金・事務費等経費を含む
注３：概算金の金額は消費税を含む
注４：概算金は、共同計算に不足が生じた場合は約定にもとづき返金を求める場合がある

米概算金
決定

しました

　ＪＡ鹿本では今年も米集荷対策を実施します。県経
済連の概算金価格をもとに、ＪＡ鹿本独自に６００円加
算し、概算金を設定しました。また、前年同様の等級
間格差対策として、２等米についてはさらに１８０円上
乗せ加算します。
　本年産米も１俵でも多くご出荷いただきますよう、
ご理解とご協力をお願いします。

あきまさり

上記以外の品種

品種名

平成２9年産

土曜・日曜・祝日の
集荷対策 余剰米の集荷対策

　集荷は１１月末まで行います。兼業農家
の皆様に対して、指定の場所で紙袋の集
荷を行います。

　保有米等、余剰米の集荷を例
年通り実施します。集荷は平日
のみ１２月１日から１２月２５日ま
で行います。

連載

わたしたち（農業・地域・ＪＡ）を

ＪＡ鹿本は上記の情勢と課題を踏まえ、長期ビジョンである

創造的自己改革の実現に向けて取り組みます！

取り巻く情勢と課題を見てみよう

次月号に続く▶▶▶

NO.2

H７～１７年

１年当たりの減少

H２２～２５年

●農業者の所得増大
ＪＡ鹿本の長期ビジョン 創造的自己改革

●農業生産の拡大 ●地域の活性化

Ⅰ．食生活・ライフスタイル・流通構造の変化

Ⅱ．超高齢化・人口減少社会の到来

Ⅲ．農業政策の見直し・国際化の進展
　●平成３０年産米をめどに生産調整の見直し
　●TPP・EPA交渉等国際化の進展と新たな食料・農業・農村基本計画の策定

4割超
（中食・外食）

5割
（加工・業務用）

うち3割
外国産
うち3割
外国産

米 野菜

日本の総人口 農業者

2017年 2060年

１億2667
万人

購入は
インターネット等

多様化

8万人減少
３万人減少

8,674万人

（Ｈ29.9.1現在）

（）…前年産概算金

※中食・・・調理済みの食品を購入し、
　　　　自宅や職場などで食べること

334


